
ガス温⽔機器及び⽯油温⽔機器の
区分について（案）

資料５



１．区分設定の基本的考え⽅①
 「特定機器に係る性能向上に関する製造事業者等の判断基準の策定・改定に関する基本的な

考え⽅について」（第１０回総合資源エネルギー調査会省エネルギー基準部会 平成１９年
６⽉１８⽇改定）の原則（以下「原則」という。）に基づき、区分を設定する。

「特定機器に係る性能向上に関する製造事業者等の判断基準の策定・改定に関する基本的考え方について」

～抜粋～

原則２．特定機器はある指標に基づき区分を設定することになるが、その指標（基本指
標）は、エネルギー消費効率との関係の深い物理量、機能等の指標とし、消費者
が製品を選択する際に基準とするもの（消費者ニーズの代表性を有するもの）等
を勘案して定める。

原則４．区分設定にあたり、付加的機能は、原則捨象する。ただし、ある付加的機能の無
い製品のエネルギー消費効率を目標基準値として設定した場合、その機能を有す
る製品が市場ニーズが高いと考えられるにもかかわらず、目標基準値を満たせな
くなることにより、市場から撤退する蓋然性が高い場合には、別の区分とするこ
とができる。
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１．区分設定の基本的考え⽅②
原則５．高度な省エネ技術を用いているが故に、高額かつ高エネルギー消費効率である機

器等については、区分を分けることも考え得るが、製造事業者等が積極的にエネ
ルギー消費効率の優れた製品の販売を行えるよう、可能な限り同一の区分として
扱うことが望ましい。
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出所）「トップランナー制度」



２．ガス温⽔機器︓現⾏区分について
 現⾏基準では、ガス温⽔機器については、エネルギー消費効率に影響がある機能であり、かつ消

費者ニーズの代表性を有する要素である、使⽤⽤途の種別、通気⽅式、循環⽅式、給排気⽅
式に基づき、区分を定めている。

3※ の区分は、現⾏区分から適⽤除外とするもの。⻘⾊網掛け

 通気⽅式 循環⽅式 給排気⽅式 区分名

開放式 A

開放式以外のもの B

屋外式以外のもの C

屋外式 D

半密閉式⼜は密閉式（給排気部が外壁を貫通
する位置が半密閉式と同程度の⾼さのもの） E

密閉式（給排気部が外壁を貫通する位置が半
密閉式と同程度の⾼さのもの以外） F

屋外式 G

⾃然循環式 H

強制循環式 I

半密閉式⼜は密閉式（給排気部が外壁を貫通
する位置が半密閉式と同程度の⾼さのもの） J

密閉式（給排気部が外壁を貫通する位置が半
密閉式と同程度の⾼さのもの以外） K

屋外式 L

⾃然循環式 M

屋外式以外のもの N

屋外式 O

給湯付のもの
以外 P

給湯付のもの Q

ガス暖房
機器

ガ
ス
ふ
ろ
が
ま

給
湯
付
の
も
の
以
外

⾃然通気式 ⾃然循環式

強制通気式

給
湯
付
の
も
の

強制通気式

⾃然通気式 ⾃然循環式

強制通気式
強制循環式

ガス温⽔機器の種別

ガス瞬間湯沸器

⾃然通気式



３．ガス温⽔機器︓新区分について
 次期基準においては、ガス温⽔機器については、機能や性能の消費者ニーズの代表性を有する

要素を踏まえて、使⽤⽤途の種別、通気⽅式に基づき、区分を設定する。
 強制通気式のガス瞬間湯沸器については、現⾏制度と⽐較すると屋外式と屋外式以外で⾜下

の効率差が縮⼩しているため、給排気⽅式による区分分けは⾏わない。

※括弧内のアルファベットは、現⾏基準における区分名
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 通気⽅式 区分名※
Ⅰ

（A）

Ⅱ

（C,D）

Ⅲ

（O）

Ⅳ

（Q）

ガス温⽔機器の種別

ガス瞬間湯沸器

ガスふろがま
（給湯付のものであつて強制通気式のもの）

ガス暖房機器
（給湯付のもの）

⾃然通気式

強制通気式



４．⽯油温⽔機器︓現⾏区分について
 現⾏基準では、⽯油温⽔機器については、エネルギー消費効率に影響があり消費者ニーズの代

表性を有する要素である、⽤途、加熱形態、吸排気⽅式⼜は制御⽅式に基づき、区分を定めて
いる。
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※ の区分は、現⾏区分から適⽤除外とするもの。⻘⾊網掛け



５．⽯油温⽔機器︓新区分について
 次期基準において、給湯⽤については、「給湯専⽤」及び「給湯・浴⽤兼⽤」によって標準使⽤

モードが異なる。
 このため、給湯⽤の⽤途については浴⽤の有無別に区分を分けて設定する。

6出所）⽇本ガス⽯油機器⼯業会提供データより作成

※括弧内のアルファベットは、現⾏基準における区分名

加熱形態 給排気⽅式⼜は制御⽅式 区分名※

貯湯式
（急速加熱形のもの） Ⅱ（B）

貯湯式
（急速加熱形のもの） Ⅳ（B）

オン・オフ制御 Ⅴ（G）

オン・オフ制御以外 Ⅵ（H）

貯湯式
（急速加熱形のもの）

瞬間形

暖房⽤のもの

Ⅰ（A）

浴
⽤
あ
り

瞬間形 Ⅲ（A）

⽤途

給
湯
⽤
の
も
の

浴
⽤
な
し



（参考）JISにおける給湯標準使⽤モードとふろ給湯標準使⽤モード
 JISにおける給湯標準使⽤モードとふろ給湯標準使⽤モード（⾃動保温付き機器）は以下の通り。
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・給湯使⽤温度は⽤途、時刻によらず40℃
・合計給湯使⽤量は456L
・ふろ給湯標準使⽤モードにおける追い炊き負荷は3.1MJ/年

給湯標準使⽤モード ふろ給湯標準使⽤モード（⾃動保温付き機器）

出所:家庭⽤ガス・⽯油温⽔機器のモード効率測定法（JIS S 2075︓2011）


